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も対応で きる の みならず，操作の容易な市民消火

栓な ど も設け ら れ て い る。

　図 1−12は平成18年度か らの 3 年間に実施 さ れ た

事業 と22，23年 の 合計 5 力 年計画 で 行 われ つ つ あ

る事業 の 概 要 で あ る。こ の 事業 で は貯水 量が 1，500

トン の 地下水槽が 2 基が設けられ ，完成時に は清

水寺 か ら 八 坂 神社 に 至 る 一
帯 に 耐震性 の 高い 管路

が地下 に設け られ て ，高 い 防火，消 火機 能 を有す

る消防シ ス テ ム が完成する 。 こ の 施設は 主 日的 で

あ る 地震 後 の 同時多発火 災 に 備 え る だ け で な く，

通常 の 地域 の 限定 された火災や 観光客 に よ る 道路

の ほ こ り対策 として の 散水に も利用 され る 、、

　 こ の よ うな消防シ ス テ ム は我が 国 と し て は初め

て の もの で あるが，文化遺産建 造物が 山麓部に展

開 して い る よ うな場所で あれ ば基 本的な考え方や

手法は，別の 地域に も適用で きる か ら対象 とする

地域 に 対 して 適応す る ような変更 を加 える こ とで

比較的容易 に実現 され る で あ ろ うc こ の 意 味に お

い て は 上 述 の 東 山
一帯で の シ ス テ ム をパ ッ ケ

ージ

で ある と見做す こ とが で き よう，t 前述 の 大報恩時

や 「な ら ま ち」 は 平 地 に お け る 木造家屋 密集地帯

図 1−12 東山 で の 耐震防火 シ ス テ ム
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で あ り，文化遺産 と周辺地域 とが類似の場 は国の

内外 に 少 な くない か ら，こ れ ら に つ い て も事業が

実施 さ れ た な らば，東山 と は 違 っ たパ ッ ケ ージを

提示 で きるであ ろ う．
，

　 こ うした 「パ ッ ケ
ー

ジ化」 と い う概念 は，平成

15年度か ら 5 ヶ 年の 間．茫命館大学に お い て行わ

れ て き た 21世 紀 COE に 引 き続 い て 20年度 か ら行

われ て い る グ ロ
ーバ ル COE にお け る基 本概念 で

あ り，最終の 24年度に は 国 の 内外 に向 っ て文化遺

産 を 災 害 か ら守 る 手 段 に つ い て の 学 術
・
技 術 の

パ ッ ケ
ー

ジ を提示 す る こ とに して い る。

　 1．8 危機 は迫 っ て い る

　東 1報 毎 ・南海地震 が今世紀 の 半 ば まで に起 きる

こ とは確実で あ る が ，そ れ よ り前に 近 畿地 方に は

内陸地震が 続発す る こ と は我が 国の 地震来歴 の 教

えると こ ろ で ある 。 そ して ，1995年の 阪神淡路大

震 災以来，内陸地震 の 活動期 に 入 っ た と考え られ

て い る が，1890年頃か ら約70年程続い た 1サ イ ク

ル 前 の 活動期 に は近畿地方 の 北 部 に マ グ ニ チ ュ
ー

ド 7 前後 の 地震 が 続発 し て い る、、

　現在の活動期に は近畿地方の 南部に 内陸地震が

続発す る 可 能性 も高 く，そ の 場合 に は 京都 や奈良

な どの 文化 遣産 の 集 中域 に近 い もの とな る。そ し

て ，東南海 ・南海 地震の 前に 起 る な らば，今後残

さ れ た 時間 は 非常 に 少な い ．図 1−12に示 し た 事

業に 5年を要する こ と を考えれば，文化遺産を地

震 後の 同峙多発火 災か ら守る た め の 事業の 計画 と

実施を急が ねばな らな い 。

2 ．関東大震 災 と文化財

北原 　糸子
＊

　 は じ め に

　震災と戦災は ，江戸
・東京 の 歴 史を研究対象 と

し て きた 者 に と っ て ，研 究 を行 う上 で の 大 き な

ネ ッ ク と し て 立ち は だ か る事件で あ る、今は 見 る

こ と も調 べ る こ ともで きな くな っ た資料群 に つ い

て の 実感を持 て る は ず もな い が ，こ うい う資料が

誓 掵 館 大学　立 命館 グ ロ
ーバ ル ・

イ ノ ベ ー
シ ョ ン 研 究 機構
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あ る は ずだ と い うもの が存在 し な い ，だ か ら分か

る はず の もの が わか らない とい う形 で しか，そ の

損失 を感ずる こ とが で きない の で ある 。 人 の 命は

い うまで も な い が ，失わ れ た もの の 大きさ は 計 り

知れな い と い うこ と を実感す る 。

　 さて ，以上 の よ うな直接白己 の 研 究領域に関わ

る紙 ベ ー
ス の 資料群で は な くt 建築物，そ の 他 の

構築 物．天然記 念物の うち 「史蹟名勝天然記念物

保存法」（1919年，法律44号）の 施行に よ っ て 指定

された 史蹟 もそ の 大半が 関東大震災に よ っ て 失わ

れ た 。 こ ち らは景観上 も捉 えられ易い し，また震

災前後の 変化 を伝 え る ラ ン ドマ ーク と し て も意味

を持 つ もの が 少な くない 。

　史蹟に指定 された もの だけが文化財 として価値

があ る とい うつ も りは な い が ，まずは こ れ ら の も

の を一覧表に付 して ，喪失の 度合い の 大 きさを推

し量 る こ と に した い ，，

　2，1 震災で消滅 し た史蹟名勝天 然記念物 と仮

　　 　 指定 の 文化財

　 （1）東京府 の史蹟指定

　「史蹟名勝天然紀念物保存法」（1919年，法律44

号）は徳川頼倫．徳川家達，坪井止 五 郎，な ど当

時の 顕官，学者 ら に よ る 史蹟名勝紀念物 保存協会

が 運動母体 と な り，1911年 3 月貴族院に提出さ れ

た法律制 定 の 建議 「史蹟及天然記念物 二 関する建

議案」に基づ い て制定 され た 経緯を持 つ
。 こ の 前

史は い ま省略する が ，こ の 法律に 沿 う形 で ，東京

府は 『東京府 史蹟』 を 6月 に 刊行 した。こ れが刊

行 され た 目的 は 「史蹟名勝天 然紀念物保存法」に

基 づ く台帳に記載すべ き案件 と し て 作成され た と

詠わ れ て い る ．

　表 2−1 に挙げ られ た件数は 74件，そ の 種別 を み

る と，大樹 な どの 天 然記念物 7 件，名勝 地 6件，

残 りの 61件が 史蹟関連で あ る 。 史 蹟 の うち江 戸

城，大 名屋敷 関連 の もの が 9 件，神社 12件，寺院

14件，墓 2 件，古文書 2 件 も含 ま れ て い る。さ ら

に，津 波警 戒 の 碑、分 倍河原古戦場．滝山 城趾 ，

高尾 山薬王 院，玉川上 水路な ど の 郡 部 の 史蹟 ，寺

院 名勝地 な ども指定対象 とな っ て い る 。

　表 2−tの うち震災で罹災し復旧 の 見込 みあ るもの

文 化遺産 を自然 災害 か ら守 る ため に

に つ い て は，復旧費 を内務省に 申請 して それぞれ

処置を講 じた とされ る 。 「東京府史』第 5 巻に挙 げ

られ て い る 復旧が図 られた もの は，表 2−1の うちか

らは，no ，11 湯島聖 堂 no ．25 泉岳寺四 十七士 の 墓

no ．26 大塚先儒墓地 no ．33 津波警告碑 no ．40西 ヶ

原
一

単 塚、他 に表2−1に は挙げ られ て い な い が，

小 石川後楽 園，滝沢馬 琴 の 井戸，品川 砲台址 な ど

が ある 。 罹災 した もの として は名士 の 墓所100基 ほ

ど が倒 駿 した と い うが，東京市内震 災焼 失区域 に

あ っ た no ．・8 外 務 省 長 屋，　 no ．9 神 田 橋 内長屋．

no ，20 神 出神社，　 no ，24 塗 屋 造 りの 町 並町屋
・
土

蔵 no ．35 柳 の 井，　 no ．36 桜 の 井，　 no ，39 市内 最

初 の 並木 な どは復 旧 の 見込み な しと して 文化財上

の措置か ら除外 された もの と推定され る。

　 こ うした 文化財焼 失，消滅 の 事態 に 対 して，東

京 府告示44号（1924年 2 月26口〕，告示 254号 （1925

年 6 月 6 日）を以 て ，緊急の 文化財仮指定を行 っ

た 。 驚 くば か りの 数の 墓所が 仮指定 の 対象 と して

浮上 して い る （表 2−2参照）、， 史蹟 85件 の うち t 天

然紀念物 4 件．品川砲台，井戸 2 件，迷子標石

2 ．古墳 ・塚 2 ，高輪木戸址，常盤橋 門
・橋，華

族会館門 （旧薩摩 藩邸 門）な どを除 き，67件，す

なわち全体 の 約80％ が墓所 で 占 め ら れ た。

　 （2 ）東京市の史蹟指定

　
一・方，東京市 の 史蹟 は 震災 当時533件 が市 の 指

定対象で あ っ た．こ の うち震災で 罹災した もの は

91件 で あ る 。震 災 2 年後 の 1925年 2 月刊行 の 「東

京の 史蹟』（東京市，1925年）に よ っ て，市指 定 の

史蹟 と 罹 災物件 91を各 区 に 分 け て 衰 2−3 に示 して

お こ う。

　神 田，［］本橋 ，京橋，芝，浅草，本所．深 川 な

ど焼失率 が80〜90％ に 及 ぶ 地域 の 被災 文化財が 多

数 を占め る こ とは歴然 として い る。被災文化財 の

う
．
ち，下谷 ，浅草，本所，深川地域で は神社 ・

仏

閣 の 焼失 が 多い こ ともまた極 め て 特徴的 で あ る 。

江戸 時代 以来 の 江戸 の 町並 み が
一

変 し た とい うの

は，丸 の 内，日本橋 ，銀座周 辺 の 近代化建築物が

消滅 した こ と に 限 らなか っ た の で ある 。 江戸 以来

の 行楽 地 で あ っ た隅 田 川東岸 ，浅草 ・ド谷 地区 も

また神社 ・仏閣 を喪失 し，そ の 景観を多 く変貌 さ
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表 2−−1 東京府 （1919年　史蹟　東京府）

C 史蹟 の 名称 摘　　　記

广
一

一
芬
一
類
一

「
．

1 明治初年 の 江 戸 城 址 嬲 燈：
坂 下附 聯 門・大名屋敷 の 臨 賑 城

霞鰯
倒壊数 ケ 所

2 外桜田門 江戸城見付 の うち，冠木門の
．一

例，旧形存す．史蹟 江戸城

3 日比 谷 門址 ．寛永 四 年建設．「杜匕谷公園 の 入 り口 に 現存、史蹟 江戸城 ．

4 東京帝国大 学赤門
文政 六 年 六 月 二 十 八 凵家斉 の 二 十　

・
娘溶

姫の 降嫁の 際に建 て られ る．
史蹟 大名屋 敷

5 閑院宮家門
赤坂見 附内．松平 出羽守 上 屋敷 表 凹，10

．万石 以 上 大名邸宅 の 門遺構．
史蹟 大名屋敷

　 ．．

6 華 族 会館 門
旧薩摩藩屋敷，俗称装束屋敷．番所左右を

片瓦張海鼠壁 は 類例な し，
史蹟 大名屋敷

7 高輪岩崎邸門

岡 山 藩 主 池 田 家上 屋 敷 の 表 門．明 治 二 十 三

年 三 菱地所 に払 い 下 げ られ ，高輪邸 に 移築

さる ，明治 三 卜四 年現在 地 ，諸侯 上 屋敷 の

旧観を保つ ．

史蹟　　　 大名屋敷

」一 一

　．
8 「外務省長屋

江 戸 の 大名屋敷長屋 は，形式上 「腰下見張

銅 壁 造」「腰下 見張 塗 家造」1堅 瓦 張 塗 家造．」
の 3 種．黒 田家上 屋敷 の 長屋 に して ，「堅

瓦 張塗家造」 に 属す．

史蹟 大名廳 聯 失か

神田橋 内長屋
　　　．．．

旧 一
ッ 橋家 の 長屋 に し て 「腰下 見張塗家

造」に 属す．
史蹟 大名屋 敷 焼 失か9

一
　

10R 枝神社

川 越仙波 に あ りし を，長禄 三 年太 川 道灌江

戸紅葉 山 に 勧請す．秀忠 こ れ を麹町元 山 王

に移 し，社殿 を再 建，明暦 の 大火 に て 消失．
万治 二 年現在地 に 移 る，

史蹟 神社

11 聖 堂
幕府 に属 した 孔 子 廟．江 戸 時 代 に お け る儒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 史蹟　　　 廟
教 の 隆盛 を語 る 貴重 な遺物．

焼失
　　　一

2
　

　

　
　

　

　
　

　　
9J

1
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　　
1

．E野 東照 宮

元和 九 年高虎拝 領 の 下屋 敷 に 東照宮 を 建

て る こ と と し，秀 忠 の 許 可 に よ り縄 張 り

す．社殿寛永三 年竣成，社殿 の 構造 は権現．
造 に して ，大工 頭鈴木修埋，木原義久 に よ

る．明 治 四
．
卜四年特別保護建造物 とな る，

史蹟

　一．

神社

　一

芝増上寺二門

元 は貝塚村 に あ り、家康 入城 の 時 より菩提

寺 とす．今 凵存する は 三 門の み，江戸時代

初 期 の
一

大建築物，
史蹟 寺

14 芝増 ヒ寺霊廟 霊 廟 は台徳院，文昭院，有 章院存す． 史蹟 廟

上 野 寛永寺五 重 塔

元東照宜所蔵，現在 は 寛永寺 に属す．寛永

十 六 年焼失，同 年再 建，甲 良豊後宗広，宗

久 の 作 ．明治四 十 四 年特別保護建造物

史蹟 ．寺
1

rO

　
　广
　
　

ρ
0

1
　
一
　

1 谷 巾 天 王寺 五 重塔

寛永 二 十年十
一一

月感応 寺住職 日 長 の 発願，
正保元 年 七 月竣 工 ．寛 政 三 年十

一
月 の 再

建．
史蹟　　　 寺

　　　　　 1

．． ．−一

17
　　　　　　　　　

一一

「羹
「瀞 寺・堂

最 も占く，推古 天 皇 の 頃 の 創建 とす、観音

堂 は 五 重 塔 と 同 じ く家 光 の 再建 に して 慶

安二 年落成す．鈴木修理 、木原義久の 縄張

り．明治 四 十 四 午特別保護建造物．　　　　　　　　　　　　　　 一

史蹟 寺

18 浅草公 園 西佛 の 板碑
鎌 円 三 郎入道，西佛 と 号 して こ れ を建 つ ．
　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 史蹟
関東屈指 の 板 碑 ．

碑

．

匿
浅草公園六 地 蔵 の 石灯籠

鎌 田 兵衛 政 清の 建立 と い う．明治維新後 こ

こ に 移築．専門家 の 研究未完成．
史蹟 碑

20 神 田神社

聖武天 皇 天 平年中創 立 と 称す．元神田橋内

に あ り，慶長年中江 戸 城造営 の た め 今 の 駿

河台 に 移 り，元 和 二 年造営 さ る．焼失、祭

礼 九 月十五 冂，山車 は 36．天 明二 年再建さる．

史蹟

墨
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14 文化遣 産 を 白然 災害 か ら 守 る た め に

21 根津神社

221亀戸 神社

根津須賀町 にあり、創立不詳．太 「日道灌再

建 と伝 え られ る．現今建物 は 宝永 三 年十 二 史蹟

月再建さる．境内 つ つ じ，桜，紅葉 の 名所，

23

24

・・ 「

タ
一

市谷 八 幡神社

塗家造 りの 町 並 町屋 並 に 土蔵

葛飾郡亀戸 町，寛文 二 年鎮座，享和二 年

再建．八 棟造 りに て ，大宰府 天 満官 を模 史蹟 神社

　一
月 二 十 四 日，鶯替の 神事行わ る、．一．一　 　 　 　

飆 鮒
番

蕪蓋鷺蟹 鼎
1二

葺1
宗東園寺に 属す．慶長年間再建，家光 よ

史 蹟 神社

社領寄付あ り．　一 、一 一 ヒー 『 一 　 一一
保年問 よ り幕府 の 援助 に て 防火家屋 ．江

の 烈風強 雨 の た め 屋 根勾配 急 な ら しめ ， 1
根 の 重量 ます．特殊な形式 を備 え る に い 史蹟 町屋 1

齢 鷺態五
瞭 小 舸 河岸

’
笥

到

劉禦
璽

高輪泉岳寺 四 十七士墓
泉岳寺曹洞宗 の 三 大寺 の ひ とつ ，明治 天 皇

元年十
一

月特使 を 派遣 して ．勅語 を与え る，

29

小石川区坂
一
ド町．御馬を捨て し所にて馬棄場

と称 さ れ る，後，儒者 の 葬地 と な る．大正

四年渋沢栄
一ら，千儒幕地保存会 を設ける．

30

史蹟 墓

　当 時民衆 の 食残せ し 貝 塚 の堆積せ る 貝 塚

膿 。衆 。 餓 。 、 。 塚 。 齷 。 。 購

り．

31

芝公園丸山の 大占墳
・．
占墳群

待乳山

京市 の 高台 に 古墳多数存す．曲 玉 管 玉 刀

出上す ，

史蹟

陪2

墓

史蹟　 　　 貝塚

史蹟

史蹟

　 貝 塚
一 1− ．一 ・

上山 と書 き，浅草区聖天町に あ り，観音

本 尊 と 巣．平 地 に 孤 立 せ る小 丘 な れ ば，
古本所 辺海 面 な りし頃 は 当山を沖 よ り1
る 船 の 円標 とす．　　　　　　　　　　

1

水神 の 森

名勝

古墳

切支丹屋敷址

隅田 川神社．隅 田 川 の 左 岸 に 臨 み ，水神 船

霊 の 二 神 を祀 る，昔 は 奥州街道 に あ た り，
隅田宿あ りとい う．在原業平が都 鳥を詠 み

し所 も こ の 辺 な らん ．

名勝

倒壊

小 石 川区竹早町．切支 丹 坂 を下 り，庚申橋

（古 の 獄 門橋） を渡 りた る所 にあ り，周叫
20 問 四 方 の た か さ に て 1丈 2 尺 の 石 壁 を

巡 らし，中に は牢獄 倉庫、番所，
ど あ り．そ の 後変 遷 ，分割 され ，キ リス ト

教青年会寄宿舎，そ の 他 と な り．大正六年

横浜 ス ペ ン ネル 氏建碑 を 寄付 した り、

井戸な 史蹟 屋敷

深川 須 崎弁 天 祠 前，深 川 平 富 町 二 丁 目河 岸

の 3箇所．碑文 に は 「寛政三 年波あれの 時

N 工工
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36 桜 の 井

T
参謀本部前，名水 ，「江 戸名所図会」に は 「清．
冷な る 甘泉 」 とあり．水道の 利 用 とともに

廃 れ る．
史蹟 井 戸

37 光［］寺 の 大 公 孫樹

　　　　　 一
小 石 川 区久 堅 町．行 基 開基 と い う．樹 齢千

年 とい う，
天 然紀念物

38 善福寺 の 大 公 孫樹
麻布区山元町，空海 の 創建 とい う．樹齢 T．

年 とい う，
天 然紀念物

39 市内最初 の 並 木

大久保内務卿，万 国博覧会 に 派遣 さ れ た津

田仙の 建言 に よ り，街路並木 を植 える，樹

種 は ［に は う る し」 ま た は臭 椿 とい う．内

務省裏門 の 並木 は市内最初 の 並水，　　 ．一一

犬 然紀念物

40 西 ケ 原
一里 塚 徳川家康 五 街道 を定め，秀忠

一里 塚 を設ける．史蹟 塚

41 王 子紳社

北 豊島郡 王 了町 ．社伝に よ れ ば，紀伊 の 熊

野神社 を勧請す と，元 享年間 は 若
一王 子宮

と称す，後 王 子権現 と 唱える．北 郊屈指の

勝地．

史蹟 神社

．一

42 飛鳥山 の 碑

滝野川町 に 属す．眺望広闊．明治六 年東 京

市の 公 園 と な る．飛鳥 山 の 碑は 土 子権現 の

別 当 の 建立 ．当時の 文 人墨客 を喜 ば しめ る．
史蹟 碑

43 静勝寺の 遠望

北豊 島郡岩淵町稲付 の 櫛勝寺 は．太田道灌築

城 の 跡地 ．道 灌 の 死後城 が 頽 廃．僧が 草庵

を結び 道灌寺 と名づ け，後 に寺号 を改め る．
名勝

げ一．

44 太 田道灌像

北豊 島郡岩淵 町稲付 の 静勝寺 は．太 出 道 灌

築城 の 跡 地 ．道灌 の 死 後城 が 頽廃，僧 が 草

庵 を結 び 道灌寺 と名 づ け，後 に寺号 を改 め

る．太田氏 の
一

族集 まり，道灌 の 供養．道

灌像あ り

天 然紀念物

45 大宮八 幡神社

豊 多摩郡和 出 堀 の 内和 H ．社伝 に お れ ば．
御冷泉天 皇 の 天 喜年間源頼義本社 を勧請
す，天 文年中焼失，境内 6 万 坪，植物 の 種
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1
近蹟

類多 く　 本草学者 岩崎源蔵 は こ の 境内に．
神社

葵只 夕 ＼ ，　 ／午」．〒・了 イ 1 孑〒円可 ご尿 ，畝 1よ 一 ∪ 丿丿児 1 亅』一

て 武蔵野植物の 研究地 とす，「武江 産物誌」

に は植物 30種 を掲げ る．

46 「武江産物誌』 の 部

豊多摩郡和 田 堀 の 内和 田．社伝 に お れ ば，
御 冷泉 天 阜 の 天 喜年間源頼 義本社 を勧請

す．天 文年中焼失．境内 6 万坪．植物 の 種

類多 く，本草学者岩III奇源蔵は こ の 境 内 に

て 武蔵野 植物の 研 究地 と す，「武江産物誌」

に は 植物 31 種 を掲 げる．

史 蹟

．

占文書

47 本 門 寺仁王門

芹原 郡池 L村池 上．凵蓮 人寂の 地．境内 6
万 8千 坪，全山古杉老松 を以 っ て 覆 わ れ る 、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　史蹟
文永 レ

ー
年領主 池上 右衛門宗仲 が 邸 を寺と

す．門前の 石階 は慶長年問加藤清正 の 寄進．

寺

广7．　

48 木門寺 五 重塔
慶長十 二 年秀忠 の 乳母 正 心 院 の 本願 に よ り

建立．明治四 卜四年特別保護建造物に指定．
史蹟 寺

49 深大寺
北多麿郡神代村．御朱印 50 石 の 古刹，寺

伝に よ れ ば ，天 平 の 開某，天 正年間中興，
史蹟 寺

．

50 大 国 魂神社表 門

北多摩郡府中町．境 内面積 1 万 6 千坪．社

伝 に よ れ ば，主神 は 武 蔵大 国魂大神，武蔵

総 社 ．明治 四 年大 国魂 神社 と改 め る．欅並

木 は 源頼義 が 苗 木千本 を 献 上 し た 例 に な

らい ，家康 が 神領 500 石 を寄進．慶長 卜
一

年本殿 ，拝殿を造営，正 保 三 年 こ と ご と く

焼失．寛文七年再建

　　　　一．

史蹟

　　　一

神社

51 園府 の 址 北 多摩郡府中町，建長寺末寺高安寺あ り、 史蹟 遺跡
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ト
57 普済寺

蹟

蹟

耀

蹟

　動明王 な ど．

神社

神社

寺

　多摩郡 立川 村南端 に あ り．武蔵七党の
一

一こ に 城 を 構 え，立 川 宮 内太夫宗恒 と称

す．鎌倉建長寺よ り開祖 を迎 える ．寺奥庭 史蹟

に六 角占塔あ り．六 面 に 仁王 ，四 天 王 を刻

寺

す．証 肇 甦 壁 廴 ．＿ ＿ ＿ ．⊥ ＿ ＿
　 　 　 　 1．

58 高幡金剛寺

喃 多摩郡七 生村．　　　　　　　　新義真言宗 の 道場 に して

［別格本 山，境内 に不 動堂，不動明毛坐像あ
1

り，明治二 十五 年鑑査状交付 あ り．建武 二
史蹟 寺

一

「
一一

「一一 下．一 一 一 一 年の 暴風雨 に よ り転倒し，修復．．一

59 碑文谷 園融寺本堂 韆騨 難繍纛 1史蹟 寺

物 に 指定 さ る ．府下最古 の 建造物． 」．一
西多摩郡横沢．建久二 年源頼朝大壇越 とな

り．造立 せ しめ た る真言 の 道場，足 利 氏満

60 大悲願 寺 の 帰依 を 受け，永代修 堂 料 20 石 を受 ける ．
　 　 　 　 　 」．
史蹟 寺

一i 一 勧

元 禄 八年の 講堂 ・庫裏 現 存す．伊達政 宗 の

書状 を蔵す．
1

西 多摩 郡横沢．建 久 二 年源 頼朝大壇 越 と な

り，造立 せ しめ た る真言の 道場．足利 氏満．
．61 伊達政宗白萩所 望 状 の 帰依 を 受け，永代修堂料 2ユ石 を 受ける ，

騰 八年 の 靆 渾 裏現存す．伊達政 宗の1史蹟 古文書

書状 を蔵す． 一 冖 一

62 御岳神社
写 真 4 点 （神 社 近 景，宝 物鎧 4 着） の み，
説明脱落

史蹟 1神社
一一 1　 ｝　 　 一 1

北多摩郡東村 山村久米川．鎌倉と上 州 と の

63医米川 合戦場
問 を通 ず る 鎌倉街道 に 当た る ，元弘三 年新

陣頽 上 州 よ 楠 下 し北条高時 釧 乎 と入
史蹟 史蹟

64

65

分倍河原 占戦場

間 川 に て 戦 い ，敗 退 す、

府中町分梅 の 地　高安寺 の 南涯 よ り多摩川 に

至 る間 をい う．往時 は多摩川 の 砂 礫 の 河原 な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　史蹟
りし．首塚，胴塚，千 人塚 な どの 付近に 散在

す る は しば しば戦場 とな りし こ とを証す．

滝 山 城 址

南多摩郡 加 住 村 高 月、秋 川 の 多摩川 に合 す

る 所 ．天 文年問木曽義仲 の 後裔大石定重 こ
．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 史蹟
Itに城 を築 く．永禄十二 年信玄 こ の 城 を攻
1

略撰 と激戦 し陥 る こ と能 は ず．

凱 ゴ
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南 多摩郡浅川村 上 椚円．全山檜，松，杉な

66 高尾 山薬土 院　　　　　　　
1 どの 巨木鬱蒼天 を摩す．山 頂 に薬師佛の 古
道場 ，薬王 院有喜寺あ り．飯綱権現 は 永和

史蹟 寺

1 年 間の 勧請 に して
一

山の 守護 た り．

北 多摩郡武蔵 ・三 鷹の 二 村 の 聞 に あ り．面

67 井 の 頭池
積 1 万 4 千坪．地 下 水 の 湧出．池畔 に 大盛

寺弁才 天 堂あ り，大正 二 年東京市の 郊外公
名勝

園 と な れ り．

井 の 頭池 の 水 は 善福 寺 と 妙 正 寺池 と の 流

1 末を合 わ せ ，神田 上水の 源水．流下 5里．．　　@　

18<TAB>．神田上水旧関 凵洗
  現 在 の 堰 は 天 明 六 年 に 作 ら れ た るも の．

明 治 四 十 三年洗 堰 の 上流洪 水 の災を蒙 る
ﾉ<TAB> j 蹟

<TAB><TAB><TAB>より ， 東 京市 は門扉を設け ． 水

ﾌ 改 <TAB><TAB><TAB><TAB>
つつあ り ，<TAB><TAB><TAB><TAB><TAB>東京 市 の 水 道の

D西 ｽ 摩 郡羽村 より分<TAB><TAB> 69<TAB> 土川 上水 路（小金 井） <TAB>水し，
曹 多 摩郡に入り． 今 は 淀 橋 町 浄水場にて 沈

游h
過

C こ
れ

s
に配水す．元は <TAB>名勝 1<TAB>勝 地 ．<TAB><TAB>

藤新 h 大木 ﾋ より芝 区虎ノ 門に掛かる． <TAB><TAB><TAB>70水道  

黷 ﾍ 明治二十 九 年 大木戸に 建立さ れる ． <TAB>

碑<TAB><TAB><TAB>源 を b 州丹波山に発す．西 多 摩郡， 秋川に <TAB><TAB>
川上 流 <TAB>合 し，北多摩南多摩二 郡 を 出入し，

C<TAB>ｼ勝<TAB> <TAB><TAB>橘樹 二 郡を 流 れ ，東 京 ， 神 奈 川 県のｫを なす． <TAB>鐘
ｼ
多摩 郡 氷 川 村凵原川 のE 流の山中にあり ， <TAB>

然紀念

<TAB><TAB><TAB>． <TAB><TAB><TAB><TAB>．帝都の 桜の 名

  里   丁 ， r 三   辮  <TAB><TAB>「 − 1<TAB><TAB>路 の縁 に 植え ら 黷 ｽ る 桜並

限は承応 <TAB><TAB><TAB>73<TAB>小金井 の桜 <TAB>二

  ﾍ諸国よ

ｽ も の が ，い ず <TAB>天 然紀 念 物 <TAB><TAB><TAB><TAB>
  ﾉ て．三好博士の 調 査終えた る も

<TAB><TAB><TAB>

ﾌ10 種 <TAB><TAB><TAB>
<TAB><TAB>埼モ県より府 下向 島に続 け る荒川堤

の桜． <TAB><TAB><TAB><TAB><TAB>南足立郡 江 北 村村長
ﾍ 英断を以

巣 鴨 <TAB><TAB><TAB>74<TAB>荒川堤 の 桜 <TAB>の 植 木

ｷ 右衛 門 の収

  0 余種を植 えた． しかるに荒川改修 工事 のた め 堤<TAB>天 然紀 念 物<TAB><TAB><TAB><TAB>桜 の 名 残

ど めるもの52 種に減じたるは <TAB><TAB><TAB><TAB><TAB>惜し

べ し 、 <TAB><TAB><TAB>出 典「東 京府史蹟J （東京 府蔵版

洪洋社 　大正 8 年 6 月発行 ， 大 止11 年 4 月三版 ）

せ た 、，文化財 の指定対象以外 も含め ， 浅 草 区の

院 の 焼 失 は269 ヶ寺，下 谷区 は焼 失・ 倒 壊

含 め 61 ヶ 寺 ， 深川

は 75 ヶ 寺 に L る 。震災を契 機 に こ れ ら 罹災

院 は 区画整 理 ，道路敷設 な ど の都市 計画に よ

て，そ の 大 半 が 郊 外に 押し や ら れる 結

と な ったの で ある 、、 　 こ の点につ い て ， 文

財 保 護 の 立場 から は 「 東 京 の 史 蹟』 に 罹災文

財 の現 状 調 査 を し た 当 時 の 学者達 は極 めて 厳

い 物言いをして いる 。 　三 E 参 次は 「東京 市

史蹟の保存」 のなかで ， 東京 は 新 し い 由 緒の地で

史 蹟 は少ない が， 維新 後 「す べ て のこ と につ

て変革 気 分がE 下に漲 り 渡 た が 為 に ． 多 くの

の が破 却 さ れ た 」 と 述べる （

D6 ） c 都 市 復興の 大事業 がある のだから史 蹟保

存な ど は 後 廻 し で もよ い とい う人には 「 公等 は未

だ 従来の物質偏重 文明の 弊を悟ら ない の か 」 と警

告したい と 言い 切る （ p ユ0 ）。 　黒板勝美は

大 震 火災 後におけ る東 京市の史蹟 保 存 に就 いて

の な か で ，従来 ， 東京 市 は あまり にも 史 蹟 保

に力 を 用いる知恵がなかった。だ か ら ，簡単 に 向島

墨堤も面影 を失 っ た 。 「 物質的 方 面 の新奇 を

うて ， 三百年 来 相 ． 先に よ っ て作り上 げられ た大

市を大切に する 観 念が乏 しか っ た 」 と嘆 き（

C13 ），「 都 市 計画 が 段々 に出来上がり， 復 興事

が進ん
で
来る 間 に ． 若 し 史 蹟の 保存なる も のが閑却 さ れ てし ま
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表 2−2　東京市史蹟名勝天然紀念物震 災調査
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5

5 （ 8 ）
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2

1320
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　　 　　L
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j 首尾の松

花咲 松，星 下松址 80 （25）1 訓 4335 （12 ）

@5533 （ 91 ） 出 典 『 東 京

史蹟」東 京市 ， 1925 年 ， 所 収 の 東 京市史 蹟 名

天然 紀念 物 一覧表 震 災 欄 は同 書 の調 査内容を カ

ン ト し た 蹟 保存 が 都 市 計画 上 問 題となる 場 合

は ， 打 ち壊 して 移転 な ど を 直 ぐ に お こなう の

はなく，「元の 場 所に出 来るだけ 元の 状 態を以て 之 を 保

する」 こと でなけ れ ば史 蹟 保存 の 意味 に 欠け

と 力説し （ p，18 ）， 「 真の大東 京 復興 」の実現

意 味 を 説 いた。 　荻 野仲三郎は 「史蹟と し ての 神

仏閣」の なか で， 東 京の神 社 237 社， 寺院

^67 ヶ 寺の うち， 震 災 で 焼 失 ・ 倒壊 した

社 83 社 、寺院 530 ヶ寺 であ り ， 浅草 区 の

院 が他 区 に比べ圧倒的に

い点は こ の地が遊 興 ． 信仰の盛り 場 であ る か

だとい い ，史蹟保存 は 市民の精神文 化 の培 養

必要で
あ

る と 説 く （ p ．42 ）。 　 大 熊喜邦は 「 市 内に 於
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表 2−3 東京府 　史蹟名勝 天 然紀念物仮指定 E録 1924年 ・1925年

薯
臣
　 9
　 工0

輩
151617

［
18　
19一
20一
21

一 　 名　 称 所　在　地 仮指定 種別　　．

品川 砲台 （第 三 及第六） 告示 44 号 砲台

滝沢馬琴宅址 ノ 井戸 麹町区飯 田 町 二 丁 目　 滝沢 内 告示 44 号 井戸

菊 ノ 井 （今上 陛 下 御産井） 麹町 区 日比谷　平 ノ 家内 告示 44 号 井戸
一
石 橋迷子 し らせ イ1標 日本橋 区

一
石橋際 告示 44 号 石 標

酒 井抱
一

墓 京橋 区築地本願寺内 告示 44 号 韃≒大久保彦左衛門墓 芝 区白金 三 光町立行寺内 告示 曇 号 史蹟

杉 田玄伯墓 芝区西久保 巴 町 天 徳寺中栄閑院内 告示 44 号 史蹟

荻 生 徂徠墓 芝 区 三 田 豊 岡 町 長松寺内 告示 44 号 史蹟

英 蝶 墓 芝区二 本榎町承教寺顕 乗院内 告示 44 号 史蹟

榎本其角墓 芝区二 本榎町上行寺内 告示 44 号 史蹟

松平治郷夫妻墓 芝区西久保巴町天徳寺 告示 44 号 史蹟

井上金峨墓 芝区愛宕町青松寺な い 告示 44 号 史蹟

佐藤
一斎墓 麻布区六本木町深広寺 告示 44 号 史蹟

塙保己
一

墓 四 谷区寺 町 愛染院内 告示 44 号 史蹟

河村瑞賢墓 四谷区旭 町 犬 竜寺内 告示 44 号　 史蹟

山縣大弐墓 四 谷区舟町全勝寺 告示 44 号　 史蹟

2223

林家墓地

関孝和 墓

山 鹿素行墓

牛込氏菓 地

滝沢馬琴墓

地 牛込区山伏町

墓 牛 込 区弁天 町 浄 輪寺

行墓 牛込区弁 天 町宗参寺一．一一
菓 地 牛 込 区弁 天 町宗参寺

小有 川区茗荷谷町深光寺

ロ
ウ44示告
ロ
ウ44示告

号44示告

号44示告

号興示告

露
靈

器
太田南畝墓 小石川区白山前町本然寺 告示 44 号　 史蹟

屋代弘賢墓 小石川区AII前町 明清寺 告示 44 号　 史蹟

24 藩 日局 墓

25

　26’
E7

本郷区竜岡町麟祥 院内 告示 44 号　 史蹟

高島秋帆墓 本郷区東片町大園寺 告示 44 号　 史蹟

1 宅観瀾墓 本郷区東片町竜光寺 告示 44 号　 史蹟

栗 ill潜峰墓 本郷区東片町竜光寺 告示 44 号　 庚 蹟

28　
．
緒方洪庵 幕 本郷 区蓬莱町 高林寺 告示 44 冒

．
　 史蹟

29　 太宰春台墓 下 谷区谷中坂町 天 眼寺 告示 44 号　　史蹟

30 ・北村季 1吟墓

31　 蒲生 君 平墓

32　 川路聖謨墓 寺

告示 44 号　 史蹟

告示 44 号 　 史蹟

告示 44 号　 史蹟

33　 大久保 主 水冪 下谷区谷 中 北 二 崎町 瑞輪寺
．
告示 44 号　 史蹟

34　 小 野 蘭 山 墓 浅草 区田 原町誓願寺 告示 44 号　 史蹟

35 平賀鳩渓墓 浅草区橋場町 総泉寺 告示 44 号 史蹟

36 玉 川 庄 右衛門 ・清右衛 門 墓 浅草区松葉町聖徳寺 告示 44 号 史蹟

含7 荷 田在満墓 浅草区高原 町金 龍寺 告示 44 号 史蹟

38 石川雅望墓 浅草区黒船町 告示 44 号 史蹟一
　 39 清水浜臣墓 浅草区東本願寺中善照寺内 告示 44 号 史蹟

40 梅田雲浜 浅草区 松葉 町 法禅寺内 告示 44 号 史蹟

41 伊能忠敬墓 浅草区北清 島町源空寺内 告示 44 号 史蹟

42 谷文晁墓 浅草 区北清島町源空寺内 告示 44 号 史蹟

43 幡 随 院 徴 兵 衛 墓 浅草 区北 清島町源空 寺内 告示 44 号 史 蹟

44 浅草迷子 し らせ 石 標 浅草 区浅草寺仁王門前 告示 44 号 石標

45 六地蔵石灯籠 浅草 公 園 告示 44 号 史蹟

46 西 仏 板碑 浅草公園 告示 44 号 板 碑

47
一

細 井 平洲 墓 浅 申：区 柴崎町 天 岳院内 告示 44 号 史蹟

48 高橋東園墓 浅 草 区 北 清 島町 源 空寺内 告示 44 号 史蹟

49 亀 団鵬 斎墓　　　　　　　　　 浅草匡今戸町称福寺内 告示 44 号 史蹟

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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5051

一
5253545556575859

一
60一
61一
62一
636465666768

一
6970717273

杉山和
一

墓

淺川善庵墓

安積艮斎墓

加藤干蔭墓

岩瀬京伝墓

岩瀬京山 墓

明暦大 火災死者供養碑及仏像

橘守部墓

．松平定信墓

村田春海墓

式亭 三 馬墓

本所区林町弥勒寺 内

本所区新小梅町常泉寺内

本所区番場 町妙源寺 内

本所区両国回向院内

本所区両国回向院内

本所区両国 回向院内

難髏ヨ
躯

本所区両国回向院 内

本所区向島長命寺

深川区霊岸町霊岸寺内

深川区仲大工 町本誓寺内

深 川 区霊 岸 町 雲 光院内

津波警告碑 深川 区平久町 （此 度焼失）

間宮林蔵墓

お 玉 ケ 池

華族会館旧薩摩装束屋敷門

高輪大木戸址

観智国師墓

深川 区霊岸町浄心寺内

ネ中FH区松イ支田丁23

芝区芝公園地 25 号

浄厳律師墓 下谷区池端七 軒町 7Q

徳本行者墓

葛飾北斎墓

．一 一 一 巖 謝

F44 号

告示 44 号 蠶
幕雛 藩
告示 44 号　 5ヒ蹟
告示 44 号　 史蹟

告示 44 号　 史蹟

1 告示 44 号

告示 44 号

史蹟　 ＿ 1
史蹟

告示 44 号　 史蹟

告示 4 号　 門

告示 44 号

告示 254号

告示 254号
告示 254号

勝川春章墓

妙亀塚

丸山古墳

常 盤橋門 址及 常盤橋

浅草区南 元 町 50
＿ ＿ 一＿ ＿＿」豈示 25空号

　　　 　　　　
止

示 254 号

浅草区橋場町 197 ／ 1 （地積 107 坪）

芝 区芝公 園地

麹町永 楽町二 丁 目 懸
　　 沢 庵和尚墓74
　　　　　　　　　　　　　　　 荏原 郡 晶川 町 北 品 川宿 2S9 （地積 62坪）　　加茂真淵墓75
　　　　 　　　　　　　　　　　 荏原郡 宀占川町北品川宿 289 （地 積 8 坪 75）　　 服部南郭墓76
　　　　　　　　　　　　　　　 荏原郡目黒 町 中 目黒 1063 （地積 21坪）　　祐天上 人 墓77

　　　　 　　　　　　　　　　　 荏原Zl　H黒 町下 目黒 664　　 青木昆陽墓78

　　　　　　　　　　　　　　　 荏原郡池 上 村下池 上 109 （地 積 弼 坪 05）　　 狩野探幽墓79
　　　　　　　　　　　　　　　　荏原 郡 玉 川村等々 力 259　　 細井広沢幕808

［不痴 志士輻
二

　 冖一
lkgEzznt｛

−tcuf −
！t　in　g4］「碗 痴 16 坪）

　　 栄松院 ノ 椎　　　　　　　　　　　郷区蓬莱町 5482

荏原郡晶川町北品川宿 289 （地 積 34坪）　 ．
告示 254号

告示 254 号

告示 254 号

告示 254号

告示 254号
告示 254号

告示 254
占示 254 号

L 〜丿］1
’254号

高輪木戸址

史蹟

史蹟

史蹟

史蹟

史蹟

塚

古墳

橋

史蹟

史蹟

史蹟

史蹟

史蹟

　　　史蹟

i王］垂二

838485善福寺 の 銀杏

傑
布 区山本 町 30 告示 254号

根岸御行 ノ 松 谷 区中根岸町 57 告示 254号 爨
r “

「
記念物

記念物

記念物

御岳神代欅 多摩郡三 田村御岳円山 248 告示 254 号　 天然記念物

’

東京 e・r・告示 44　i−　 （大 E 　13 年 2月 5 日）
＊
東 京 府告示 254号 （大 正 14年 6 月 6 日）

意義 を説 く。 京都に 比 べ れ ば建築史上 の 代表的遺

構は 乏 しい が，江戸趣味の 建築 と し て の 権現造 り

の 意義 を 挙 げ （p．49），武 家 屋 敷 の 都市 と し て の 記

念物 と し て構造物 の 保存 を訴え る （p，60）。さら に

興 味深 い 点は 建築物 の 絵図 面 の 保存の 必要性 を指

摘 して い る こ とで あ る （p．64）。

　龍居松之助 は 「東京 の 名園」に お い て，庭 園が文

明 史研究 の 貴重な資料 で あ る こ と に 気付 かな い 人

が多い と指摘，震災 で 名園が失われ て は じめ て 惜

しい こ とを した と嘆 息す る始 末だ と嘆 くc 江 戸 の

庭 園の 概観 を述 べ ，京都に 発達 した庭園 とは 異 な

る江戸の庭園の 意義に つ い て，庭園地籍が広大 な

こ と，回 遊式庭 園 が 多 い こ と，海 浜 の 立 地 を生 か

した庭 園 な ど，地勢との 関係か ら具体的 に 指摘 す

る。

　三 好学 は 「天然紀 念物 の 保存 に 就 い て 」 に お い

て ，天然紀念物 と は ，動植 物が人 の 利 用，．ヒ地 の

変化 に よ っ て 次 第 に 減少 し絶滅 に 瀕す る 時，天然

紀 念物 と して 保存 す る 必要 が 出 て 来 る の だ と い

う。欧米 の 天然 紀念 物保存事業 に つ い て 紹介 しつ
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つ ，日本 の 保存事業が 1919年 の 史蹟名勝天然紀念

物法 に 基 づ い て 350件が 指定対象 とな っ た こ と，

こ の うち の 169件 を占め る 天然紀念物 の 具体例 を

挙 げ る 。
つ い で東京 市内 の 天然紀念物 は受難 の 環

境 に あ る こ と を説 くt，煤煙 の 害 ，市 区改止 ・都市

計画 に よ る破壊，火 災，そ して 震災で の 巨樹名木

の 類焼で ある 。 特に公孫樹の大木は 日本特有 の 存

在 と して もよ く，欧米に は 1730 年以降渡 来 した も

の だ と指摘 する 。

　以上 ，総 じて 震災で罹災 し失 わ れ た 文化財 に つ

い て惜 し む念は強 い もの の ．学者達 が
一様に懸念

する の は，震 災復興 の 都 市計 画が文 化財 に つ い て

顧慮 をせず に 事業 を推 進す る こ と で ，文化財が失

わ れ る．ある い は移転させ られ，そ の 価値を失 う

と い う点で あ る 。

　2．2　失われた美術品 ・典籍

　（の 美術品

　改造社 の 「大正大震火災誌』 （／924年）に は 「名

蹟 と文献 の 喪失」 と題する項 日が設けられ，帝室

博物館評議員今泉雅作．前大倉集庫館主事小森彦

次が 「帝都古美術 品罹災誌」と題 して ，美術品の

被害状況 につ い て 述 べ て い る 。 そ れ に よ れ ば，こ

の 震 災は応仁 に も勝 る大惨 事 だ とす る 。 侯爵徳川

圀順家の 代 々 収蔵の古刀剣，古書画，名器，伯爵

井伊直忠家 の 能装束，伯爵藤堂高紹家 の 名物茶

器 T 伯 爵松平頼寿家 の 茶器 な どの iH大名家 の所蔵

する 名品の 数 々 ，男爵森岡彦家の 茶器，囗本橋瀬

戸 物町に ん べ ん の 高津伊兵衛 の 古書画骨董類，新

川酒 問屋 の 趣 味人 鹿 島清平家 の 河鍋 暁 斎 コ レ ク

シ ョ ン ，鹿島千代子家の 古筆名画 ．小舟町海産物

問屋籾 山半 三郎家 の 秘蔵 の 佛 器書画，神田 小 田原

屋酒店小栗義家の 光琳，抱
一
，文晁な どの コ レ ク

シ ョ ン ，大倉集庫 館な ど挙 げ て も切 りが な い ほ

ど，失われた美術品に就 い て の 記述 が続 く。

　 当時 の 東京の 美術品が どの よ うな人 々 の と こ ろ

に収集 され て い た の か ，そ の
一

部が 上 記か ら 類推

で きる 。 す な わ ち，旧大名家 と江 戸 以 来 の 豪商 の

系譜 を 引 く町人 で ある ，、震災後漸 く半年を経た 段

階 で あ る か ら，失 わ れ た 美術品 に 就 い て の 調査 は

限ら れ た
一

部の もの で あっ た と思わ れ る 。
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　（2）典籍

　内田魯庵 は「典籍 の 廃墟一失わ れ た文献 の 追憶」

（前掲 「大正大震火災誌』所収）と題する
一

大原稿

を もの し．惜 しん で もあ ま りあ る 思 い を述 べ て い

る。震災 で 失 わ れ た書籍 は国史始 ま っ て 以来 の も

の とする の で あ る 。まずは，国家的記録 の 滅亡 と

して ，内務 大蔵，文部，農商務，逓信の 各役所

が殆 ど そ の 記録類 を持ち 出す こ とが 出来ずに焼失

させた損失 の 大 きさは計 り知れな い とする 。

　特に 内 田魯庵 が 力説する の は ，東京帝国大学の

図書館が 所蔵 し て い た書籍 の 膨大 さ と貴重 さで あ

る 。 マ ッ ク ス
・．ミュ

ー
ラ
ー

文庫の ような外国文献

あ る い は経 典類 ，昨今韓 国 に 返還 さ れ た李 朝実録

な どの外国の 記録類，それ に太政官か ら内務省と

引 き継 が れ 大学 に 移 管 され た 幕府 の 記録類 で あ

る。こ れ らはすべ て東京帝国大学の 図書館 が焼失

し たた め ，失わ れ て し ま っ た 。 わ た し に と っ て研

究 上 身近 な存在 で あ っ た 幕府引継 ぎの 記録 類 で あ

るが ，こ の う ちの 「評定所記録」 9，100冊 「寺社

奉行記録」1，000ee，諸般調達金 証書1，　200冊，社

寺領文書2．　700冊 な どが 失わ れ た とい う。旧幕引

継 ぎ書は 町奉行所記 録を中心 と した もの の
一部が

現在 は 国会 図 書館 に 所蔵 され て い る が，い ずれ に

して も完全 な もの で はな い 。

　そ の ほ か，古浄瑠璃，仮名草子，黄表紙などの

多数が 焼失 した が ，行間 に 内田魯庵 の 嘆きの 吐息

が漏 れ聞 こ え るほ どの 愛惜 を極めた記述 が続 く。

　 い ずれ に して も，震災で 失わ れ た膨大な文化遺

産は文化 の 断絶に至 ら し め る ほ どの もの で あ っ た

と思 い 知らされ る、

　 2．3　まとめ に 換 えて

　現在建物の建替 えの 是非を巡 りマ ス コ ミ に 日々

話題が 登場する 丸の 内中央郵便局は震災後建 て ら

れ た モ ダ ニ ズ ム 様式 を代 表す る建 築物だ と い う

が ，そ れす らも東京 の 開発 の 波 に 呑み 込 まれ ，一

部保存 と は 名 ば か りの もの に 置 き換えら れ る 気配

で あ る，，

　震災後残 され た もの が い ま は消え て い く時代 と

な っ た 。そ の こ と を 実感 す る の は，震 災復 興 で

1930年に 建て ら れ た 簑 災記念堂 （1951年に戦災犠
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牲者 を合祀 して 東京都慰霊 堂 と改称）の 資料調査

で あ っ た 。そ こ に所蔵 さ れ る復興記念展示 の た め

の 震 災罹 災者か ら収集 され た 展示 品 の 調 査 を行

い ，そ の 所 蔵 リ ス トを作 成 した 。 それ の 調査か ら

明 らか に な っ た こ とは，い まや 所蔵品 の 劣化は著

しい に もかか わ らず，そ の 保存方法 ある い は展

示 と し て 活用す る 道筋 も立 て ら れ ず に放置 さ れ て

い る状 態だ か らで あ る
n

。

　震災で 失わ れ た もの を多 くの 人が あれ ほ どに 嘆

き悲 しみ t そ の 保存 に つ い て 当時社会が 強 く決意

した文化 遺産 なる もの の 存在 の 深 さ，大 きさは い

ま再 び忘れ られ て い くの だ ろ うか c 現在 の 技術を

以 て すれ ば資料の デ ジ タ ル化 も容易で ある 。しか

し，それ で す べ て の 問題が解 決され るわけ で はな

い 。な に よ りも，社会や 人 々 が思 い を懸け て 残 し

て きた もの に つ い て の 関心 や 敬意を育む環境造 り

が 早 急に 必 要 とい える の で は ない か 。

　　　　　　　　 参考 文献

1 ）東京都慰霊 堂 保管 ・関東大震災関係未公 開資料

　 　リ ス ト，震災復興 と 文化変容，神奈川大 学非文

　 字資料研究セ ン ター，pp．21−43，2009．

3．伝統的建造物 の防災

鈴木　祥之
’

　 3．t　は じめに

　 日 本 で は ，文化遺産 と して 認定 さ れ て い る 歴 史

建造物の 多 くは伝統構法木造建築物で あ り，社寺

建築物 の み な らず，民家 と し て 多 くの 都 市，ま

ち，村 に数多 く残 っ てお り，それ らは ，古 くか ら

気 候
・
風 ヒ等 に 適応 した地域 の 特色 あ る伝統的 な

構法 が 生 み 出 され，現在 に 至 っ て い 乱

　現在，多くの 地域 で ，地域 の 歴 史 と 文化 の 継承

の 観 点か ら伝統構法木造建 築物 の 保存 ・修復 ・再

生 へ の 取 り組 みが な され て い る 。 また，歴 史 的，

文化 的 に価値 の 高 い 建 造物 に つ い て は 右形 文化財

として ，ま た全国各地 に残 る 歴 史的 な集落 ・
町並

み の うち，価値 の 高い もの を 重 要伝統的建 造物 群

＊

立命館 大 学　立 命館 グロ ーバ ル ・イ ノ ベ ーシ ョ ン 研究 機 構

文化遣 産 を 自然 災害 か ら 守 る た め に

と して ，文化財保護法の もとに 保存 ・再生 が 行わ

れ て い る 。 こ こ で は ，伝統構法木造建 築物 の 防

災，特 に地震 防災につ い て 述 べ る 。

　3．2　伝統構法 木造 建築物の 地震被害

　木造建築物 は，大地震に よ りた び た び大 きな被

害 を 被 っ て きた 。 特 に 1995年兵 庫県南 部地 震 で

は，木 造建 築 物 は甚 大 な 被害 を受けた 。 そ の 後

も，2000年 鳥取 県 西部 地 震，200L年 芸 予 地 震，

2003年宮城県北部 の 地震，20e4年新潟 県中越地

震 ，2007年 能登半 島地震 ，2007年 新潟県 中越 沖地

震な どの 大地震で 大きな被害を受 けた 。 民家の み

な らず社寺建築物な ど伝統構法木造建築物 も少な

か らず大 きな被害 を受けて い る （写真 3−1を参照）。

　 さ ら に，近 い 将 来，大地震 の 発生 が予想 さ れ て

い る、こ の ような状況か ら，歴 史的 ・文化財建造

物で ある伝統構法木造建築物 の 耐震性能の 確保 ・

向上 は重要 か つ 緊急課題 と な っ て い る 。 伝統構法

木造建築 物 の 構 造性能 とりわけ耐震性能 に つ い て

は，2000年 6 月 に 建築基準 法 が 改 正 され ，仕様規

定か ら性能規定へ の 移行が なされ ，時刻歴地震応

答解析 の み な らず 限界耐力 計算 によ っ て の 評価 ・

検証が可 能に な っ た．

　 し か し．文化財建造物 は，歴 史的，意匠的な観

点か ら の 調査研究が 多くなされ て きて い る が，構

造 的な観 点か らの 調査研 究 は 少 な い Lに ，伝 統構

法木造建築物は，地域 特有の 構法に加え て 木材の

ば ら つ きや 木組 み 接合 部の 複雑 さ な ど か ら，そ の

構造解析 は極め て 難 しい もの とな っ て お り，耐震

性 は 良 く分 か っ て い なか っ た 。 こ の よ うな視点 か

ら，地震被害調 査で は各地域 における伝統木造建

築物の 構法 的特徴 と構造特性 を把 握 し，また伝統

木造建築物 の 耐 震要素実験 をは じめ実大静 的
・
動

的実験 に 基 づ い て ，伝統構法 に 適用 し得る 耐震性

能評価法や 耐震 設計法 ・耐震補 強設計法 の 開発 に

関す る研 究 の 取 り組みが な され て い る
1−「，／L一

　 以下 に ，こ の よ うな取 り組 み か ら，伝統構法 木

造建築物 の 耐震性能評価 と 耐震 設計
・
耐震補 強設

計 に つ い て 述 べ る 。
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